

















































　I have been studying the context and function of epistolary etiquette as seen in letters exchanged between “daimyo” （feudal 
lords） under the system of Shogunate feudalism, and have collected a considerable amount of paleographical materials. Analysis 
of these texts indicates, as I have previously expressed, that friendships between high-ranking samurai, may have developed 
during the Genroku period of the Edo era. How do the letters from Matsudaira Yamatonokami Motochika to Okabe Minonokami 
Nagayasu  contribute to our understanding of these relationships? 
However, it is impossible to expect undergraduate students—in a curator education course on ancient records—to make 
satisfactory sense of such correspondence without support. Generally speaking, student’s ability to understand old texts in Kanji 
or Kanbun, borrowed Chinese hieroglyphs, is entirely insufficient. As this difficulty is not limited to our university, it seems all the 
more inappropriate to expect students to exploit genuine, ancient, hand-written materials. Therefore, I have conducted my course 
by having students handle real manuscripts while also reading published “Kansei Jushukafu” or “Edobakufu Nikki” to help them 
get acquainted with paleography. Even with the resulting slow pace, we managed to cover three genuine documents in 2014. In 
this paper, I would like to show the achievements of this course on paleography by providing the resulting analysis of these three 
letters, dating from, as I estimate, Hoei 3rd （1706） or 5th （1708）.
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年、8 月 19 日『大猷院殿御実紀巻 7』によれば、「 松平五
郎八直基大和守に改む。（中略）ともに四位になる」とある。
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は春。「夏」は朱。「秋」は白。「冬」は玄（くろ）を知って
いることは、月日を推定するには有効になろう。学芸員と
してしかるべき機関に勤務すれば、地域住民等から手持ち
の古文書を持参されることを想定して、その調べ方をしっ
かりと伝えたつもりである。加えて、東北地方を念頭にお
けば、中世以前の文書との出会いは、多くはないであろう。
近世文書はいかがであろうか。藩関係の場合、幕臣の場合、
または地方文書など可能な限り「調べ方」を求めてきた「実
習」を心がけたつもりである。
ちなみに基知は「もとちか」と訓むようである。そして、
岸和田市では岡部長泰が今に伝わる「だんじり祭り」を始
めた殿様としている。
註
（1）東北福祉大学で取得できる資格のひとつに『博物館学芸員』
がある。当然、博物館法に基づいて運用されている。同法第五
条第一項に「学士の学位を有する者で、大学において文部科学
省令で定める博物館に関する科目の単位を修得したもの」と規
定され、本学ではその科目のうち選択科目6単位をA ～ Dに分
かちA、考古学、B、古文書学、C、民俗学でそれぞれに「概論」
「各論」「実習」の各2単位が課せられてある。ちなみにDは日
本美術史・西洋美術史・美術実習である。単位設定はいずれも
2単位で、実習以外は二年生以上、実習は三年生以上に配当づ
けている。
　　また、履修学生数は資格取得者でみると、平成22年度18人、
同23年度19人、同24年度13人、同25年度9人、同26年度
18人、同27年度は17人(平成28年3月3日現在)となっている。
これを仮に4部門に振り分けると一グループ当たりの受講学生
数は数名になる。私は「古文書」を担当してきた。平成26年
度の「古文書学実習」の履修学生は一人であった。当年度の「実
習」の素材はまくりの古文書を使用した（このような「実習」
では可能な限り『生＝うぶ』のままの古文書が望ましい）から
である。
（2）本人の了解を得て、名前をあげると小野寺黎さんである。
（3）・（4）『古文書学研究』第71号　132頁以下（2011年5月）
（5）『徳川諸家系譜』第一所収　「徳川幕府家譜」乾　36頁
（6）『大猷院殿御実紀　巻七十二』
（7）『有徳院殿御実紀　巻第三十』
（8）『江戸幕府日記』宝永2年3月10日条
（9）山本博文『参勤交代』46頁（1998年　講談社）
（10）『寛政重修諸家譜　巻第871』
（11）岸和田市「生涯学習部郷土文化室」の御教示による。
（12）塚本学『徳川綱吉』259頁（吉川弘文館　平成10年）
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